
[基本目標Ⅳ]　家庭・地域生活・働く場での男女共同参画

■施策の方向　１　男女が対等で責任を分かち合う家庭づくり　

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 令和4年度
審議会評価・意見
（令和4年度分）

【取組内容】 【目標・計画】

男女共同参画推進講座の拡充

【実績】

男女共同参画推進事業
・男も女もチャレンジ講座 2講座・共催事業　1講座・男女共
同参画推進講座　５講座・子育て支援講座　２講座
就業支援事業
・お仕事応援講座　３講座・資格取得講座　２講座・寄り添い
支援講座　８講座　　　延 ６０１人参加

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 男女共同参画推進を地域へ広げるため、団体・個人との協
働を工夫し、コロナ禍前の水準を目指す。

【取組内容】 【目標・計画】

仕事と育児の両立を支援するため、保育サービスを提供す
る。

【実績】

公立保育所の運営を行うとともに、私立保育園については
運営補助を行った。
入所申し込みのあった児童について保育を行った。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

仕事と育児の両立を支援す
るため、保育サービスを提供
する。

入所要件を満たす入所申し込み者について、待機児童を出
すことなく保育を行うことができるよう努める。

【取組内容】 【目標・計画】

①母子手帳交付時に全員に情報提供する
②プレパパママクラス
　６回/年、保健福祉センターで開催
　初産夫婦の参加率３７％を目標とする。

【実績】

①母子手帳交付数は235名で全員に情報提供を行った。
②母子手帳交付時にプレパパママクラスについて案内。ま
た、初産婦については92名へ対象月に手紙での案内を行っ
た。令和4年度は初産婦92名中29名で31.5％の参加率で
あった。アンケートでは教室が役に立ったと回答した人は
100％であった。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

プレパパママクラス年6回実
施

母子手帳交付時に家族の協力の有無等の聞き取りを行い、
支援が必要なものについては子ども未来課などとも連携を
取りながらプラン立案し支援を行っている。今後も必要に合
わせた情報提供を行っていく。
感染対策として人数制限を行っていることや妊婦の数自体
が少なくなってること等から、参加率が伸び悩む結果となっ
ている。現在は感染対策としてグループワーク等は割愛し沐
浴実習は希望者のみ行っているが、コロナウイルス感染症
の状況に合わせて内容の変更の検討が必要である。若年
妊婦や外国人など対象者の状況に合わせて個別での対応
もしており、今後も対象者に合わせて必要な支援の提供をし
ていきたい。

【取組内容】 【目標・計画】

男女共同参画推進講座の拡充をする。

【実績】

「おとう飯始めよう」（料理講座）を2講座 2回
参加者22名　（内 男性10名）

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 誰もが参加しやすい講座・セミナーを実施していく。
男女共同参画センター講座の工夫により、男性の参加を増
やす。

男女がとも
に精神的、
経済的自立
をするため
の支援

52

男女共同参画
センターで実施
する就業支援
講座の充実

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

職業生活及び家庭生活に必
要な援助を与えると共に男女
が共に体験することで、固定
的性別役割分担意識の解消
につながる講座を実施する。

保育サービスを提供すること
で仕事と育児の両立を支援
する。

①産後の生活について家族
の協力の有無など情報収集
し、必要な支援や制度につい
て情報提供する。
②夫婦が協力して子育てに
臨めるよう講話や沐浴実習、
意見交換会を行う。

男女共同参画フォトコンテス
トを実施する。
男女が性別役割分担意識に
とらわれることなく活動してい
る姿の写真を募集、表彰する
ことで、男女共同参画の意識
作りを目指す。

男性の家事、
育児などの能
力を向上させる
ための支援・啓
発

健康課

54

男性の家事、
育児などの能
力を向上させる
ための支援・啓
発

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

具体的施策

53
保育サービス
の提供・充実

子ども未来
課

ア

イ

家庭内の固
定的性別役
割分担意識
の改革

54

基本目標Ⅳ
37



【取組内容】 【目標・計画】

「1」に掲載

【実績】

「1」に掲載

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

３回以上開催 「1」に掲載

■施策の方向　２　男女共同参画の視点に立ったまちづくり

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 令和4年度
審議会評価・意見
（令和4年度分）

【取組内容】 【目標・計画】

①コミュニティ事務局長会で男女共同参画をテーマにした講
座等の開催を促す。
②市で開催される講演会等について情報の提供、周知を行
い参加を促す。

【実績】

①R4.12.9のコミュニティ事務局長会開催時に研修を実施し、
各コミュニティにおいても住民向けに男女共同参画をテーマ
にした研修を実施されるよう促した。
②局長会開催時に情報提供を行い、参加を促した。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

①その都度
②その都度

今後も男女共同参画をテーマとした研修を実施し、男女共
同参画の視点に立った地域活動を推進する。

【取組内容】 【目標・計画】

コミュニティ会長会や事務局長会で、各コミュニティ活動への
女性の参画・参加を促す。
（女性の参画20％を目標）

【実績】

コミュニティ事務局長会で男女共同参画の視点に立ったまち
づくりに関する事業及び研修会の周知を行い、事業の活用
及び研修会への参加を依頼した。
参加者：16名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

女性の参画20％を目標 自治組織であるコミュニティ活動に対し女性の参加は増加
傾向にあるようだが、組織としての参画は地域によって差が
見える。

【取組内容】 【目標・計画】

周知・啓発を行うにあたっては、庁内イントラ掲示板等の活
用について、必要に応じて各担当部署と調整のうえ、情報提
供を進めていきます。

【実績】

コロナ禍の中、イベントやボランティア等が制限されていたた
め、庁舎内掲示板での周知や担当部署との調整が困難で
あったため、活動が不十分でした。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 ・可能な限り、周知・啓発を行い、情報提供を進めていく必要
があります。
・当分の間、各行事におけるコロナ禍における感染防止対
策の状況に注意を払うとともに、人事担当部署として、情報
提供、参加を募ることが、業務性を帯びてしまうような誤解を
生じさせる懸念もあるため、各担当部署において、その趣
旨・必要性等を十分に伝えられるような対応が望まれます。

コミュニティ会長会や事務局
長会で、各コミュニティ活動
への女性の参画・参加を促
す。

職員に対し、家庭、地域にお
いての活動促進について周
知・啓発を行います。

男女共同参画に関する意識
啓発の機会をつくる。

具体的施策

イ

家庭内の固
定的性別役
割分担意識
の改革

１
（
再
掲
）

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

ア

男女共同参
画の視点に
立った地域
コミュニティ
活動の促進

55

男女共同参画
の視点に立っ
た地域活動の
推進

56

地域コミュニ
ティ組織におい
て、積極的に女
性の参画を促
進

ふるさと課
（総務財政
課）

イ

男女がとも
に参画し、
生きがいと
活力あるま
ちづくりの
促進

57
地域活動への
男女の積極的
参画の促進

全庁（人事
秘書課）

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

ふるさと課
（総務財政
課）

地域コミュニティ組織、各種
団体、地域住民を対象に各
コミュニティにて、男女共同
参画をテーマにした取り組み
を促すとともに、市で実施さ
れる講演会等の周知を行
い、参加を促す。

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

今後も継続して活動を行っていく。

【実績】

本年度は、12回の防災に関する出前講座を行い、防災に関
する日ごろの取組みや、防災情報の見方、活かし方につい
て話を行った。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

通年 今後も継続して活動を行っていく。

【取組内容】 【目標・計画】

介護予防・生活支援サービス事業の多様なサービスを展開
していく中で、高齢者が在宅で自立した生活を送れるよう支
援していく。また、「在宅医療と介護の連携推進事業」や「生
活支援体制整備事業」の確立を目指す。

【実績】

住み慣れた地域でいつまでも住み続けるために各コミュニ
ティ単位で生活支援体制整備事業を実施している。令和4年
度は、金川、蜷城、高木、馬田地区で高齢者の在宅生活を
続けるためにどのような課題があるか、また解決するための
方策を考えるための話合いの場を設けた。また、必要な
サービスや介護予防事業を提供するにあたっては、広報紙
掲載やチラシを作成配布し、男女を問わず広く市民に呼び
かけた。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 必要なサービスや介護予防事業を提供するにあたって、広
報紙掲載やチラシを作成配布し、男女を問わず広く市民に
呼びかけを行い、サービス提供につなげる。

【取組内容】 【目標・計画】

地域共同の取組に、地域をあげて男女ともに誰もが参加し
やすい環境や取組内容となるように情報の提供や活動組織
の代表者に働きかけを行う。

【実績】

多面的機能支払交付金制度
取組組織　54組織

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施する 引き続き事業推進を行う。

【取組内容】 【目標・計画】

各種事業のPRに努める。
（文化振興）広報紙、ホームページ、ＳＮＳ、新聞、雑誌など、
様々な媒体を利用し各種事業のPRに努める。

【実績】

一方の性に偏ることなく広く事業の募集をした。その結果コ
ロナ禍以前に比べて多くの参加者を集めることができた事
業が複数あった。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 今後とも、広報紙、ホームページ、ＳＮＳ、新聞、雑誌など、
様々な媒体を利用し各種事業のPRに努める。

防災講話等の中で男女共に
地域活動に参加することの
重要性を伝えていく。

男女を問わず、必要な方に
必要なサービスや介護予防
事業を提供することにより、
住み慣れた地域で、いつまで
も健康で安心して暮らせるよ
うに支援するため、地域支援
事業（訪問型介護予防事業、
筋力トレーニング事業、健康
づくりサポート事業、介護予
防普及啓発事業、地域ミニデ
イ推進事業、食の自立支援
事業、介護用品給付事業、
緊急通報システム事業、認
知症サポーター養成講座、
総合相談窓口、認知症高齢
者実態把握、介護予防ポイ
ント事業、介護支援専門員勉
強会・事例検討会）を行う。

地域の共同取組みを年間を
通して実施する。

講演会、文化的事業、スポー
ツ,生涯学習事業を通じて地
域活動への男女の積極的参
画を促進する。

イ

男女がとも
に参画し、
生きがいと
活力あるま
ちづくりの
促進

57
地域活動への
男女の積極的
参画の促進

57
地域活動への
男女の積極的
参画の促進

全庁（防災
交通課）

57
地域活動への
男女の積極的
参画の促進

全庁（文
化・生涯学
習課）

57
地域活動への
男女の積極的
参画の促進

全庁（農業
振興課）

全庁（介護
サービス
課）

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

市の防災会議や災害対策の検討への女性の参画の促進

【実績】

コミュニティでの出前講座において、防災に関する女性の参
画拡大について周知を行った。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

防災会議等の構成員への女
性参画

引き続き、女性の参画を推進すう。

【取組内容】 【目標・計画】

今後も見直しの際に、使いやすい防災マップ作成に努めて
いく。

【実績】

令和４年度は中小河川の洪水浸水想定区域の指定に伴
い、地域意見の見直しとあわせて、自主防災マップの更新を
行った。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

平成30年度秋頃以降 今後も見直しの際に、使いやすい防災マップ作成に努めて
いく。

【取組内容】 【目標・計画】

男女共同参画センターを使用した研修、あすばる講座等の
情報提供を行う。

【実績】

施設利用減免
・男女共同参画ネットワーク　1件　13人
・NPOフリースペースよつば　1件　20人

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 引き続き実施する。
男女共同参画センターを利用する女性団体に対し支援す
る。

■施策の方向　３　女性の活躍推進と個人が能力を発揮できる就労環境づくり

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 令和4年度
審議会評価・意見
（令和4年度分）

【取組内容】 【目標・計画】

①総会開催時期：５月
②総代会開催時期：５月

【実績】

配布対象
商工会 総代１２０名
商工会議所 役員・議員 ４０名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 継続して啓発資料の配布に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

１件
窓口：22.1.17～23.3.31　チラシ配架
【 福岡県女性のための有給インターンシップ 】

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

HP掲載件数・6件 引き続き関係機関と連携して情報配信に努める

災害時の被災者支援におけ
る男女のニーズの違いや、
高齢者、乳幼児、女性などに
対して男女双方の視点から
配慮ができるよう、防災に関
する政策・方針決定過程の
場への女性の参画拡大を図
る。

防災意識の高揚と地域住民
が使いやすい防災マップを
目的にする。

市内で活動する女性団体の
男女共同参画を推進するた
めの取組みに対し、講師派
遣や施設利用等の支援を行
う。

商工会議所・商工会の総会・
総代会開催時の資料と共
に、労働基準法や男女雇用
機会均等法などの資料を配
布できないか働きかける。

市報やHP、窓口にて、国や
県が行う事業や研修等の情
報提供を行う。

イ

男女がとも
に参画し、
生きがいと
活力あるま
ちづくりの
促進

59
女性団体等へ
の支援

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

58

防災・災害復興
対策等への男
女共同参画の
促進

防災交通
課

具体的施策

ア

あらゆる職
場におけ
る、男女の
機会均等実
現のための
環境整備

60

国や県の行政
機関等と連携
し、商工会議所
等を通じた労
働基準法や男
女雇用機会均
等法などの周
知・啓発の協力
依頼

商工観光
課

61
国や県が行う
事業や研修等
の情報提供

商工観光
課

58

防災・災害復興
対策等への男
女共同参画の
促進

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

相談者数　４人
市報掲載：子育て女性の無料就業相談会（10/12月）
ＨＰ掲載：子育て女性就職支援センターの紹介（通年）

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

子育て女性就職支援セン
ターへの相談者数・１７人

継続して啓発・相談事業の周知に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

家族経営協定の締結の推進

【実績】

協定締結実績なし

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 協定締結実績なし

【取組内容】 【目標・計画】

家族経営協定の締結の推進

【実績】

家族経営協定　締結数　64件
　うち新規締結数　4件

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 経営改善計画作成相談会等において、協定の概要や関連
事業について情報提供を行う。

【取組内容】 【目標・計画】

福岡労働局　雇用環境・均等部（企画課・指導課）から情報
収集をする。

【実績】

商工会議所を通してパンフレットの配布により、啓発を行っ
た。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 企業訪問等を行い、情報提供や啓発に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

①総会開催時期：５月
②総代会開催時期：５月

【実績】

配布対象
商工会 総代１２０名
商工会議所 役員・議員 ４０名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 継続して啓発・相談事業の周知に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

１件
久留米地域職業訓練センター各種講座リーフレットの配架

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 引き続き関係機関と連携して情報配信に努める

一般事業主行動計画を策定
している事業所（常時雇用す
る労働者の数が３０１人以
上）の実施状況の公表資料
により啓発する。

商工会議所・商工会の総会・
総代会開催時の資料と共
に、女性の能力開発・活用策
等の資料を配布できないか
働きかける。

市報やHP、窓口にて、県等
が行う講習会等の情報提供
を行う。

市報やHP、窓口にて、子育
て女性就職支援センターの
紹介をする。

ア

あらゆる職
場におけ
る、男女の
機会均等実
現のための
環境整備

63

女性農業従事
者の就労と家
庭生活両面の
負担軽減、及
び働きやすい
環境整備のた
めの情報提供

農業振興
課

63

62
再就職希望者
への情報提供

商工観光
課

女性農業従事
者の就労と家
庭生活両面の
負担軽減、及
び働きやすい
環境整備のた
めの情報提供

農業委員
会

農業振興課と連携し、家族経
営協定の目的・意義の周知、
協定内容の見直しに努める。

64

事業所の男女
共同参画推進
状況の報告に
よる啓発

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

企業訪問及び商工会議所の
会議等にて、パンフレットの配
布をするなどの啓発をしてい
ただきたい。

農業委員会と連携し、家族経
営協定の目的・意義の周知、
協定内容の見直しに努める。

イ

女性管理職
の育成およ
び能力発揮
の支援

65

商工会議所等
を通じた女性
の能力開発・活
用策等の情報
提供

商工観光
課

66

職業能力や意
識向上のため
の講習会等の
情報提供

商工観光
課

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

研修会や支援事業等の情報提供を行う。

【実績】

農業研修生の募集について情報提供を行った。
令和5年度研修生　2名
　うち朝倉市に就農を希望する者　2名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 引き続き、情報提供を行う。

【取組内容】 【目標・計画】

経営改善計画作成相談会を実施する。(年２回）

【実績】

作成指導会
　①6月　30件
　②9月　22件
　③12月　18件　合計70件

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

家族経営協定を周知した人
数

女性農業者との共同申請が少ないため、推進を行う。

【取組内容】 【目標・計画】

女性農業者への会合の時に、加工品開発支援についての
情報発信を行う。

【実績】

　女性農業者より相談を受け、加工品開発支援に取り組ん
だ。4年度女性農業者の取り組み実績は3件中１件だった。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施する 　自然災害や気候変動により、農業経営が不安定な中、農
産加工品の安定供給の利点を活かし、取組件数を確保す
る。

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

ＨＰ掲載２件
筑後労働者支援事務所主催 労働相談会
（ 春・秋 各１回 ）　ＨＰ掲載

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

HP掲載件数・３件 市報掲載だけでなく、ＨＰ掲載件数の増加を図る。

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

HP掲載１件
商工会議所主催 創業塾 ＨＰ掲載

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 継続して情報提供を行う。

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

HP掲載１件
朝倉市中小企業者等事業資金融資制度（新規創業資金）
ＨＰ掲載

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

HP掲載件数・１件 継続して各種事業の情報発信に努める。

市報やHP、窓口にて、ハ
ローワーク、商工会議所等と
連携したスキルアップのため
の研修・講座等の情報提供
を行う。

市報やHP、窓口にて、新規
創業のための融資制度の情
報提供を行う。

生産技術・経営に関する知
識や経験取得のための情報
提供を行う。

経営改善計画作成相談会等
にて家族経営協定の周知を
行う。また、締結者の締結後
のフォローアップを行う。

県や市の支援制度を活用し
加工品開発を推進する。

ウ

女性の経営
上の位置付
けの明確化
や経済的地
位の向上

67

生産技術・経営
に関する知識
や経験修得の
ための情報提
供

農業振興
課

68

家族経営協定
の締結数の拡
大及び締結内
容の見直し、並
びに締結後の
フォローアップ
を目的とした協
定農家間の情
報交換等の促
進

農業振興
課

目標・計画では「作成相談会
年2回」と書かれている。実績
では「作成指導会　6月30件
～」と書かれている。目標・計
画に対する実績の書き方にな
るよう整合性を図ってほしい。

エ

女性の活躍
推進に向け
て就業支
援・職業能
力開発等の
環境整備

69

新しい地場産
業おこしと共生
の意識づくりの
推進

農業振興
課

72

新規創業のた
めの融資制度
の情報提供や
新規就農者の
支援

商工観光
課

70
労働相談窓口
の紹介、労働
相談会の実施

商工観光
課

71

ハローワーク、
商工会議所等
と連携したスキ
ルアップのため
の研修・講座等
の周知

商工観光
課

市報やHP、窓口にて、労働
相談窓口の紹介や労働相談
会の情報提供を行う。

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

情報提供を随時行う。

【実績】

相談実績　49件
　うち新規　37件

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

相談件数 ホームページや資料を活用してわかりやすい情報提供を行
う。

【取組内容】 【目標・計画】

「52」に掲載

【実績】

「52」に掲載

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 「52」に掲載

【取組内容】 【目標・計画】

随時実施

【実績】

市報掲載１０件
ＨＰ掲載１件
窓口６件
市報掲載：子育て女性の無料就業相談会（１０ヶ月）
ＨＰ掲載：子育て女性就職支援センターの紹介（通年）
窓口：各種チラシ配架（２ヶ月毎更新）

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施
継続して啓発資料の配布に努める。

■施策の方向　４　仕事と家庭の両立支援

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 令和4年度
審議会評価・意見
（令和4年度分）

【取組内容】 【目標・計画】

仕事と育児の両立を支援するため、保育サービスを提供す
る。

【実績】

公立保育所の運営を行うとともに、私立保育園については
運営補助を行った。
入所申し込みのあった児童について保育を行った。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

仕事と育児の両立を支援す
るため、保育サービスを提供
する。

入所要件を満たす入所申し込み者について、待機児童を出
すことなく保育を行うことができるよう努める。

【取組内容】 【目標・計画】

仕事と育児の両立を支援するため、保育サービスを提供す
る。

【実績】

学童保育所入所児童数
令和4年度実績７３６名の入所。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

学童入所児童数（３０年度）
607人

「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例」の基準どおりに運営できるよう支援を行なう。

就農に関する全般的な相談
の受付、新規就農者支援に
関する情報提供

職業生活及び家庭生活に必
要な援助を与えると共に男女
が共に体験することで、固定
的性別役割分担意識の解消
につながる講座を実施する。

保育サービスを提供すること
で仕事と育児の両立を支援
する。

保護者が就労等により、昼間
家庭にいない小学生に対し
放課後や、長期休業期間中
に保育サービスを提供するこ
とで仕事と育児の両立を支
援する。

エ

女性の活躍
推進に向け
て就業支
援・職業能
力開発等の
環境整備

72

新規創業のた
めの融資制度
の情報提供や
新規就農者の
支援

農業振興
課

52
(

再
掲
)

男女共同参画
センターで実施
する就業支援
講座の充実

総合政策
課（男女共
同参画推
進室）

子ども未来
課

74
放課後児童対
策の充実

オ

多様な働き
方ができる
労働条件の
整備

73
多様な労働形
態の情報提供

商工観光
課

市報やHP、窓口にて、多様
な労働形態の情報提供を行
う。

具体的施策

ア

仕事と家庭
を両立する
ための環境
の整備

53
(

再
掲
)

保育サービス
の提供・充実

子ども未来
課

基本目標Ⅳ
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【取組内容】 【目標・計画】

①総会開催時期：５月
②総代会開催時期：５月

【実績】

配布対象
商工会 総代１２０名
商工会議所 役員・議員 ４０名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施
継続して啓発資料の配布に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

①総会開催時期：５月
②総代会開催時期：５月

【実績】

配布対象
商工会 総代１２０名
商工会議所 役員・議員 ４０名

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施
継続して啓発資料の配布に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

家庭児童母子相談員による相談を行う。
実施時期　月曜～金曜8：30～17：15

【実績】

ひとり親の生活の安定を図るため、福祉資金や児童扶養手
当等の支給手続きの支援を行い、相談者一人ひとりに対し
きめ細やかな相談対応ができた。また、新型コロナウイルス
感染症による緊急事態宣言中、見守りを強化した。

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

家庭児童・母子相談員による
相談を行う。

制度の周知を図り、更なる相談支援に努める。

【取組内容】 【目標・計画】

母子家庭、父子家庭、父母のない児童等（子どもが小学校
就学後から18歳の年度末まで）に対して、医療費の自己負
担額の一部を助成します。

【実績】

助成件数：14,655件（見込み）
助成金額：41,232,577円（見込み）

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

実施 継続して実施

【取組内容】 【目標・計画】

母子自立支援プログラムの策定を行う。

【実績】

Ｒ4年度母子自立支援プログラムの策定　０件

【活動指標・当初値】 【課題･今後の方向性】

母子自立支援プログラムの
策定　１０件

職業安定所が行う生活保護受給者等就労自立促進事業と
の連携を行い、自立への就労支援を行う。

商工会議所・商工会の総会・
総代会開催時の資料と共
に、ワーク・ライフ・バランス
の啓発、並びに次世代育成
のための行動計画の資料を
配布できないか働きかける。

商工会議所・商工会の総会・
総代会開催時の資料と共
に、育児・介護休暇、休業を
男女を問わず取得しやすい
職場環境整備推進及び制度
活用促進などの資料を配布
できないか働きかける。

家庭児童・母子相談員による
相談を行う。

１８歳未満の児童を現に扶養
している父子または母子家
庭の父母とその児童（小学校
就学以後から１８歳未満）、
父母のない児童で小学校就
学以後から１８歳未満の者に
対して、所得審査のうえ「ひと
り親家庭等医療証」を交付
し、医療費の一部を助成しま

相談員が面接し、自立支援
計画を策定し職業安定所に
提出する母子自立支援プロ
グラム策定業務を行う。

75

商工会議所等
を通じたワー
ク・ライフ・バラ
ンスの啓発、並
びに次世代育
成のための行
動計画の啓発
協力依頼

商工観光
課

ア

仕事と家庭
を両立する
ための環境
の整備

イ

男女が対等
に取得でき
る育児・介
護休業制度
の促進

76

商工会議所等
を通じた育児・
介護休暇、休
業について、男
女を問わず取
得しやすい職
場環境整備推
進、及び制度
活用促進の協
力依頼

商工観光
課

ウ

ひとり親家
庭などに対
する支援の
充実

77
ひとり親家庭へ
の子育て支援

子ども未来
課

77
ひとり親家庭へ
の子育て支援

保険年金
課

78
ひとり親家庭へ
の就労支援

子ども未来
課

基本目標Ⅳ
44


